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 本研究では、細胞内の分子夾雑環境に

おけるリン酸化酵素の状態を理解し、こ

の分子夾雑環境を標的とすることで、リ

ン酸化酵素阻害剤の創薬への新しい道を

開拓します。私たちは、リン酸化酵素

DYRK1A に対する阻害剤の研究過程

で、精製タンパク質系と細胞での阻害活

性が相関しない化合物を見出しました

（論文業績 No. 3）。この結果は、精製タンパク質系と細胞では、阻害剤が標的とするリン酸

化酵素の状態が異なることを示唆しています。本研究では、リン酸化酵素 DYRK1A をモデ

ルとして、精製タンパク質系と細胞内分子夾雑系の違いを解明します。これにより、細胞内

でのリン酸化酵素の状態を正しく理解し、創薬へと応用します。 
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